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役場、図書館、文化ホールなどでも配布しているほか、本号と
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〒930・8501(住所記入不要)県庁広報課あて

TEL 076・444・3134 FAX076・444・3478

E-mailは次のアドレスのフ才一ムよりお送りください。
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史
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富岩運河全景

司

書

岩
運
河
は
富
山
県
初
の
都
市

R
E
計
画
事
業
と
し
て
、
昭
和
凶
年

に
完
成
。
東
岩
瀬
港
南
端
と
富
山
駅

北
側
を
つ
な
ぐ
約

5
M
の
水
路
が
聞
か

れ
ま
し
た
。
運
河
の
ほ
ぼ
中
間
地
点
に

は
2
・
5
mの
水
位
差
を
二
対
の
扉
で
調

こ
う
も
ん

整
す
る
パ
ナ
マ
運
河
方
式
の
中
島
開
門

(
国
指
定
重
要
文
化
財
)
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
間
門
は
沿
岸
の
工
場
に
原
料
を
運

ぶ
船

(
2
0
0
t級
)
の
往
来
を
助
け
、

沿
岸
の
工
業
地
帯
形
成
に
も
大
き
く

貢
献
し
ま
し
た
。

時
代
の
流
れ
で
、

一
時
は
消
滅
の
危

機
を
迎
え
た
富
岩
運
河
で
す
が
、
現
在
、

運
河
沿
い
に
は
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
が
整
備

さ
れ
、
か
つ
て
の
舟
だ
ま
り
だ
っ
た
富
山

駅
北
側
は
富
岩
運
河
環
水
公
園
と
し

て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

平
成
同
年
8
月
に
は
運
河
周
辺
校

下
7
地
域
の
自
治
振
興
会
を
中
心
と

す
る

「
運
河
の
ま
ち
を
愛
す
る
会
」
が

発
足
。
運
河
ま
つ
り
の
開
催
や
絵
画
コ

ン
ク
ー
ル
、
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
通
し

て
運
河
の
ア
ピ
ー
ル
や
利
活
用
に
取
り

組
む
な
ど
、
賑
わ
い
の
創
出
を
め
、
ざ
し

た
積
極
的
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

中島問門|ま富山県が誇る員室主主近代化遺産

茂さん(富山市)竹内

運河のまちを愛する会

会長

冨岩運河は歴史的・文化的な 「富

山の宝J。環水公園の西側から仰ぎ

見る立山連鋒、運河沿いを散策する

爽快感、歴史ある中島問門など、

さまざま忽魅力が昧わえます。「ま

だ行ったことがない」という方は、

ぜひ足を運んでみてください。

運河沿いの遊歩道は絶好の散策コース

h悦p:l/miraiisan.pref.toyama.lg.jpTEL076・444・3949県庁知事政策室地域振興課-・眠冨冨軍軍曹]'J軍曹冨需胃m冒宮司・

と ま
目 4 箱|

h
F
惨
先
日
、
無
農
薬
に
と
だ
わ
る
農
家
の
方

F

H
の
話
を
間
く
機
会
が
あ
り
、
感
心
し
ま

し
た
。
消
費
者
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
農

家
に
期
待
す
る
と
と
ろ
が

大
き
い
の
で
す
が
、
県
の

取
組
み
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

食
の
安
全
や
濠
境
問
題
に
対
す
る
社
会

的
関
心
が
高
ま
る
中
で
、
化
学
肥
料
や

農
薬
使
用
の
低
減
な
ど
「
環
境
に
や
さ

し
い
震
業
」
の
取
組
み
を
進
め
る
と
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
県
で
は
、

①
推
肥
な
ど
有
機
物
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
利
用
恕

ど
に
よ
り
、
元
気
芯
土
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と

②
緩
や
か
に
効
果
が
発
現
す
る
肥
料
(
緩
効
性

肥
料
)
の
活
用
や
、
作
物
の
株
元
に
肥
料
を
与

え
る
方
法
(
局
所
施
肥
)
に
よ
り
、
化
学
肥
料

を
少
な
く
す
る
こ
と

③
病
気
に
か
か
り
に
く
い
品
種
を
利
用
す
る
な

ど
、
病
気
が
発
生
し
に
く
い
状
況
で
の
栽
培
や
、

太
陽
熱
や
微
生
物
な
ど
の
自
然
の
力
を
活
用

し
た
病
害
虫
防
除
な
ど
に
よ
り
、
化
学
農
薬

務
」
少
な
く
す
る
こ
と

な
ど
、
環
焼
に
や
さ
し
い
農
業
の
普
及
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
も
、
こ
う
し
た
取
組
み
を

一庖
促
進
し
、

地
域
ぐ
る
み
で
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
が
進
め
ら

れ
る
よ
う
、
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

公富山県
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400億円
の不足

装

「
元
気
満
載
」
の
平
成
初
年
度

2008年4月

皆
さ
ん
の
声
を
し
っ
か
り
と
反
映
さ
せ
、

「
元
気
と
や
ま
」

の
創
造
を
加
速
し
ま
す
。

予
算
規
模
は
、
前
年
度
比

0
・
6
%減
の

5
2
6
3億
6
8
0
0
万
円
と
減
少
し
ま
し
た
が
、
産
業
振
興
、
子
青
て
、
教
育
、
福
祉
・医
療
、
社
会
資
本
整
備
な
ど
の

政
策
経
費
は
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
で
寄
せ
ら
れ
た
県
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
し
っ
か
り
と
反
映
さ
せ
、
前
年
度
比
初
億
円、

1
・
2
%
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
鉛
年
度
は
、
こ
の
予
算
の
も
と
、

「元
気
と
や
ま
創
造
計
画
」
に
盛
り
込
ま
れ
た
日
の
政
策
目
標
を
着
実
に
推
進
し
、
富
山
県
の
新
た
な
未
来
を
切
り
拓
い
て
い
き
ま
す
。

財
政
再
建
に

ど
う
取
り
組
む
つ

富
山
県
の
財
政
は
、
国
の
地
方
交
付
税

の
削
減
や
福
祉
、
医
療
費
、
公
債
費
等
の

増
大
に
よ
り
、
平
成
凶
年
日
月
の
時
点
で

約

4
0
0億
円
の
財
源
不
足
が
あ
り
、
危

機
的
な
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

平
成
口
年
度
か
ら
徹
底
し
た
行
財
政
改

革
に
取
り
組
み
、
平
成
初
年
度
予
算
で
は
、

財政再建・行政改革の推進

描
間違
的
財
源
不
足

-総与の
減額
26 
・基金の
取崩し

56 
.退臓手当債
絡の発行
58 

140 
.~与の
減額
27 

-基金の
取崩し
82 

-給与の
減額
27 

-基金の
取崩し

85 

、、
‘・・制日

-進帳手当備
等の発行
56 

-行革債
等の発行
68 

構
造
的
な
財
源
不
足
を

1
4
0億
円
ま

で
縮
小
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
行
財
政
改
革
の
取
組
み
が

一
定
の
成
果
を
あ
げ
た
と
い
え
ま
す
。

ま
た
、
本
県
な
ど
の
働
き
か
け
に
よ
り
、

東
京
な
ど
と
地
方
と
の
税
収
格
差
の
是

正
と
4
年
間
続
い
た
地
方
交
付
税
削
減

の
流
れ
に
歯
止
め
を
か
け
た
こ
と
な
ど

か
ら
、
財
政
再
建
へ
の
道
筋
を
よ
り
明
確

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

H20年2月

「財政再建Jに留意しつつ、 f元気とやまJの創造を加速する予算

予算総額 5，263億6800万円

H19年2月H18年2月判16年11月

| 財政再建の推進
人件費 iBICl億円 M'.I.ij， 
公債費 ~億円ムriÐJ.l I 

[行政財政改革により財源不足を渚実に圧縮1
0地方税の偏在是正・地方交付税等の確保

O行政改革による人件費の削減

O公債費負担の低減(2年連続で鈎制)

01量殺事業に充てる通常債残高の抑制

l - Jの創造
政策経費 2，541億円 +1.2% 

(腕援興持て、胸 、
福祉医療公共主閥単)

0元気とやま創造戦略枠・・・・20億円

。水と緑の森づくり枠 ・・・・・・3.5億円

O~の発展基盤となる
社会資本整備の推進・・1，035億円

備
闘
員

ω

県
民
の
要
望
を
盛
り
込
ん
だ

「
元
気
と
や
ま
創
造
戦
略
枠
」

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
、
情
報
化
の
進
展
な
ど
、
私
た
ち
の

暮
ら
し
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く

変
化
し
て
い
ま
す
。
県
で
は
こ
う
し
た

変
化
を
踏
ま
え
、
中
長
期
の
広
い
視
野

に
立
っ
て
県
政
運
営
を
行
う
た
め
、

「元

気
と
や
ま
創
造
計
画
」
を
策
定
し
て
い

ま
す
。
こ
の
計
画
で
は
、

「元
気
と
や
ま
」

---ー 勉方消費税清算金

.$ 211億円(4.0%)

¥ー使用料・手数料

120億円 (2.3%)

繰入金

110億円 (2.1%)

-平成20年度県予算

の
実
現
に
向
け
て
、
新
産
業
の
創
出
、
企

業
立
地
の
促
進
、
農
林
水
産
業
の
振
興
、

観
光
の
振
興
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
、

子
育
て
支
援
、
教
育
文
化
の
振
興
、
医

療
・
福
祉
の
充
実
、
安
全
な
ま
ち
.
つ
く
り

な
ど
、
日
の
政
策
目
標
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
前
年
度
に
続
き
、
平
成
初
年
度
予

算
で
は
、
財
政
再
建
に
留
意
し
つ
つ
も
、

こ
れ
ま
で
以
上
に

「
元
気
と
や
ま
」
の

創
造
に
軸
足
を
お
き
、
各
般
の
取
組
み

を

一
層
加
速
さ
せ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

※億単位未満を四姶五人
しているため、各金額の
合計は予算総額と一致
しない。

。簡素効率化と新たな政策課題に対応する組織改革

.r観光・地域振興局jの設置

-危機管理体制lの強化のため、 f消防課jと「防災・危機管理課Jの=諜体制に

-中央病院のがん診療体制の強化のため、「外来化学療法科jの設置、研修医の指導体制・

看護体制の強化

-黒部学園・砺波学園の指導体制の充実、農業普及指導センター・農地林務事務所の統合(r農林娠

興センターJの設置)、農林7Jく産関係4試験研究綴関の統合(r.農林オく産総合技術センターjの設置)

.共通事務効率化の実施に伴う出先機関の人員体制の見直し

@人件費の抑制

-平成20年4月までの4年間で一般行政部門の1割削減(444人)を実現

職員等の給与を平成20年度から3年間減額

本庁及び富山市内の出先知事18%、副知事等13%、管理聡7-6%、一般駿4%

(地域手当の3%の凍結分を含む)

| ・平成f..lil年度に取り組む主砿行政改革 | 
特
に
今
年
度
は
、
予
算
編
成
作
業
が

本
格
化
す
る
前
に
重
要
施
策
の
方
向

性
を
協
議
す
る
「オ
l
タ
ム
・
レ
ビ
ュ
ー
」

を
試
行
的
に
導
入
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
県
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
要
望
の

強
い
事
業
や
緊
要
性
の
高
い
事
業
の
予

算
化
に
向
け
た
議
論
を
十
分
行
う
こ

と
が
で
き
、
こ
の
成
果
を
「元
気
と
や
ま

創
造
戦
略
枠
」
(
初
億
円
)
に
し
っ
か
り

と
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

自
闘
員
③

対
話
を
重
視
し
な
が
ら
、

県
民
の
声
に
応
え
る
県
政
ヘ

今
後
と
も
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や

中
小
企
業
と
の
対
話
な
ど
、
県
民
の
皆

さ
ん
と
の
対
話
を
重
視
し
な
が
ら
、
県

民
ニ
l
ズ
に
即
し
た
政
策
を
戦
略
的
に

展
開
し
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
幸
せ
の
充

実
と
県
勢
の
発
展
を
め
、
ざ
し
て
い
き
ま

す。

その他の出先:管理職4-3%、一般職1%

@公の施設の見直し

.ITセンター情報工房芯ど4施設を平成20年3月末で廃止

.経湖野外活動施設を4月に南砺市へ移管

-立山荘に4月から民間ノウハウの活用のため、指定管理者制度を導入

。外郭団体の見直し

富山県住宅供給公社を平成21年3月末を回途に廃止

@事業の点検・見直し

438件の事業を見直し、約14億5.700万円を節減

-業務E宣~の縫進、 ITの活用、県民の利便性の向上、民間委託の雄進

@職員の能力・資質向上と意識改革

・民間トップによる錆話や座談会の開催、県民奉仕の精神の溜養のための研修の実施

女今後の縫進体制

-行政改革の取締状況を厳正に点検し、フォローアップ等を行う第三者機関の設置

【用語解説 】
住民にも資局を負担してもらうもの(通常債)。これ以

外に、地方交付税の財源が不足しているために、県が

お金を借り入れる臨時財政対策債などがある(特伊臓)。

※国庫支出会・・・園が使用目的を特定して交付するお金

で、国庫備助金負担金芯どがある。

※公債費・・・県債の返;斉に使うお金。

平
成
却
年
度
の
県
予
算
の
特
徴
を
ひ
と
言
で
表
現
す
る
と
、
財
政
再
建
に
留
意
し
つ
つ
、
「
元
気
と
や
ま
の
創
造
」
を
加
速
す
る
予
算
。

※県税・・・県民税や事業税1<f.ど、県わ1徴収する税金。

※地方交付税・・-どこの地媛においても標準的な行政

サービスを提供するために必要芯税金等が不足して

いる地方公共団体に対して、固から交付されるお念。

地方公共団体が使い道を決めることができる。

※県債・ ・・道路や学校1<f.ど長期間利用する公共施設の

m備のために、県が借り入れるお金で、将来利用する

県庁財政課 TEL076-444・3167
http://んvww.pref.toyama.jp/cms_secl1105Iindex.htmlE摺層調
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司V

「元気とやま」

「
活
力
」

-
経
済
・産
業
の
振
興

.
新
産
業
創
出
、
起
業
支
援

・「
と
や
ま
医
薬
バ
イ
オ
ク
ラ
ス
タ
l
事
業
」

の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
た
産
学
官

共
同
の
研
究
を
進
め
、
第
E
期
知
的
ク

ラ
ス
タ
l
創
成
事
業
の
採
択
を
め
ざ
す

.
日
中
韓
の
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
者
に
よ
る
園

内
初
の
交
流
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

を
支
援

-「と
や
ま
起
業
未
来
塾
」
で
の
人
材
育

成
と
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
開
発
し
た

新
商
品
等
の
販
路
開
拓
を
支
援

・
ス
イ
ス
・
パ
l
ゼ
ル
と
の
製
剤
技
術
等
の

交
流
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
製
薬

企
業
等
の
基
盤
強
化
を
支
援
す
る
融

資
制
度
を
創
設

-
企
業
立
地
の
促
進
、
中
小
企
業
の
振
興

.
大
都
市
閣
に
お
い
て
企
業
立
地
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催

・
中
京
圏
の
企
業
を
招
き
、
本
県
の
優
れ

た
立
地
環
境
を
P
R

・中
小
企
業
へ
の
円
滑
な
資
金
供
給
を

図
る
た
め
、
事
業
承
継
支
援
資
金
の

創
設
や
緊
急
経
営
改
善
資
金
の
取
扱

期
間
の
延
長
を
実
施

産業用ロポット

と
や
ま

勤
勉
で
進
取
の
気
性
に
富
む
人
材
、
恵
ま
れ
た
交
通
・
情
報
通
信
基
盤
、

産
業
集
積
な
ど
を
活
か
し
、
創
意
工
夫
、
意
欲
あ
る
取
組
み
が
展
開
さ
れ
て

い
る
、
活
力
あ
ふ
れ
る
県
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

-
専
門
家
を
活
用
し
、
地
域
資
源
を
活

か
し
た
中
小
企
業
の
商
品
開
発
等
の

取
組
み
を
支
援

・北
東
ア
ジ
ア
地
域
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
交
流

の
拡
大
を
促
進
す
る
展
示
商
談
会

「
N
F
U
R
2
0
0
8
i
n
と
や
ま
」

を
開
催

-
農
林
水
産
業
の
振
興

.富
山
米
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
の
た
め
、

土
づ
く
り
や
「
て
ん
た
か
く
」

「て
ん
こ

も
り
」
の
作
付
け
拡
大
を
支
援

-大
豆
の
収
量
や
品
質
の
向
上
を
図
る

取
組
み
を
支
援

・米
価
下
落
等
に
よ
る
農
業
者
の
一時
的

な
資
金
需
要
に
対
す
る
緊
急
措
置
と

し
て
、
農
業
経
営
安
定
資
金
に
無
利

子
の
特
別
融
資
枠
を
設
定

・認
定
農
業
者
等
が
経
営
理
念
や
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
等
に
つ
い
て
学
ぶ
農
業
ニ
ュ
ー

リ
ー
ダ
ー
育
成
講
座
に

「集
落
営
農

コ
l
ス
」
を
新
設

・起
業
や
事
業
拡
大
に
取
り
組
む

「が

ん
ば
る
女
性
農
業
者
」
組
織
を
支
援

.農
林
水
産
業
に
従
事
す
る
若
い
担
い

手
を
顕
彰
す
る
「
元
気
と
や
ま
農
林

水
産
奨
励
賞
」
を
創
設

-
本
年
秋
に
「全
国
グ
リ
ー
ン
・
ツ
l
リ
ズ
ム

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
富
山
大
会
」
を
開
催

・
ク
マ
対
策
紘
一寸
に
も
効
果
の
あ
る
牛
の
放
牧

帯
「カ
ウ
ベ
ル
ト
」
の
設
置
地
区
を
拡
大

・
耕
作
放
棄
地
に
つ
い
て
、
〈
玉
県
的
な
協

議
会
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
復

元
と
活
用
を
図
る
取
組
み
を
支
援

・県
産
材
の
低
コ
ス
ト
な
生
産
・流
通
を

図
る
取
組
み
ゃ
間
伐
材
の
搬
出
に
助
成

.
間
伐
材
を
利
用
し
た
高
カ
ロ
リ
ー
燃
料

の
開
発
研
究
を
推
進

・水
橋
漁
港
の
荷
さ
ば
き
施
設
の
整
備

を
支
援

・
漁
業
担
い
手
確
保
の
た
め
、
漁
業
体
験

講
座
に
加
え
、
新
た
に
中
期
研
修

(
5

日
間
)
を
実
施

「てんこもり」試食

-
観
光
の
振
興

・首
都
圏
や
中
京
圏
に
お
け
る
大
規
模

広
告

(
J
R山
手
線
車
体
広
告
な
ど
て

大
手
旅
行
雑
誌
と
連
携
し
た

P
R
を

実
施

-観
光
ホ
l
ムペ
l
ジ
を
全
面
リ
ニ
ュ
l
ア

ル
し
、
観
光
情
報
を
効
果
的
に
、
よ
り

魅
力
的
に
発
信

・
滞
在
・
体
験
型
観
光
の
モ
デ
ル
的
な
取

組
み
ゃ
産
業
観
光
の
受
入
れ
態
勢
づ

く
り
を
支
援

JA山手線車体広告

-
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
参
加
者
の
観
光
タ
ク

シ
ー
利
用
に
対
す
る
助
成
を
試
行
的

に
実
施

・東
海
北
陸
自
動
車
道
の
全
線
開
通
を

契
機
に
、
岐
阜
県
と
の
広
域
連
携
や

中
京
圏
等
で
の
観
光
P
Rを
強
化

・
台
湾
で
初
め
て
観
光
物
産
展
「
と
や
ま

フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
、
観
光
客
の
誘
致

や
県
産
品
の
販
路
拡
大
を
促
進

-
富
山
の
ブ
ラ
ン
ド
力
ア
ッ
プ

・県
産
品
の
情
報
発
信
と
販
売
力
の
強

化
を
図
る
た
め
、
「
越
中
と
や
ま
食
の

王
国
」
ホ
1
ムペ
l
ジ
を
開
設

・
首
都
圏
や
中
京
闇
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
の
県
産
品
販
売
庖
舗
数
の

拡
充
や
、
大
手
ピ
l
ル
会
社
と
連
携
し

た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
よ
り
、
本
県
の
食

の
魅
力
を
県
内
外
に
発
信

・団
体
商
標
「富
山
の
く
す
り
」
を
全
国

に
P
Rす
る
取
組
み
を
支
援

-
交
通
・
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

.北
陸
新
幹
線
の
建
設
促
進
、
早
期
の
全

線
整
備
、
地
方
負
担
の
軽
減
等
に
向
け

た
関
係
機
関
へ
の
働
き
か
け

建設が進む北陸新幹線(富山市小西高架橋)

-商
庖
衝
の
魅
力
や
集
客
力
向
上
の
た

め
に
「
が
ん
ば
る
商
庖
街
」
や
、
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
意
欲
的
な
取
組
み
を
支
援

.富
岩
運
河
環
水
公
園
で
四
季
を
通
じ

た
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

-北
陸
新
幹
線
新
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
や

合
併
支
援
道
路
等
を
積
極
的
に
整
備

.伏
木
富
山
港
の
航
路
拡
充
や
コ
ン
テ
ナ

貨
物
の
集
荷
の
促
進
の
た
め
、
国
内
外

で
の
ポ
l
ト
セ
ー
ル
ス
を
積
極
的
に
展
開

-
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

・富
山
市
、
高
岡
市
の
中
心
市
街
地
活

性
化
基
本
計
画
が
着
実
に
推
進
さ
れ

る
よ
う
、
調
査
研
究
や
計
画
推
進
の
た

め
の
取
組
み
、
市
街
地
再
開
発
事
業
を

支
援

グランドプラザ(富山市)
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「
未
来
」

-
子
育
て
支
援

・
家
庭
、地
域
の
子
育
て
支
援

・保
育
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
促
進
と
子

育
て
家
庭
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
家
庭
に
保

育

サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
券
を
配
布

・病
児
・
病
後
児
保
育
等
の
特
別
保
育
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
や
地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
を
拡
充

-保
育
に
特
別
な
配
慮
が
必
要
な
児
童

の
保
育
を
支
援
す
る
モ
デ
ル
事
業
を

実
施

・児
童
虐
待
等
に
対
応
す
る
た
め
、
児

童
相
談
所
の
相
談
体
制
を
充
実
強
化

.県
内
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
l
ム
と
連
携
し
、

と
や
ま
子
育
て
応
援
団
制
度
を
広
く

周
知

・県
有
施
設
に
妊
婦
や
ベ
ビ
ー
カ
ー
使
用

者
の
た
め
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
整
備

-
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援

・仕
事
と
子
育
て
両
立
支
援
推
進
員
に

よ
り
、
中
小
企
業
の
取
組
み
に
対
す
る

働
き
か
け
を
強
化

・結
婚
や
出
産
後
の
女
性
の
再
就
職
等
を

支
援
す
る
合
同
企
業
面
接
会
を
開
催

と
や
ま

明
日
を
担
う
人
材
が
健
や
か
に
育
ま
れ
、
多
彩
な
県
民
活
動
、
美
し
い

県
土
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
る
、
未
来
へ
の
希
望
に
満
ち
た
県
"
つ
く
り
を

進
め
ま
す
。

-
明
日
を
担
う
世
代
の
育
成

・結
婚
を
希
望
す
る
男
女
の
健
全
な
出

会
い
を
支
援
す
る
サ
ボ
l
タ
l
制
度

を
拡
充

・子
ど
も
た
ち
の
自
然
体
験
を
充
実
さ

せ
る
た
め
、
公
民
館
を
中
心
と
し
た

小
中
学
生
の
自
然
体
験
活
動
を
推
進

とやまっ子Eきんきん広場

-
教
育
の
充
実

・明
日
の
と
や
ま
の
教
育
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
県
民
や
有
識
者
の
意
見
を
聴
き
、

検
討
す
る
懇
話
会
を
開
催

・県
立
学
校
の
教
育
振
興
を
図
る
た
め

の
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
生
徒
の
学
習

環
境
の
整
備
等
を
推
進

・科
学
教
育
や
も
の
づ
く
り
教
育
な
ど
、

各
県
立
学
校
が
教
育
目
標
を
定
め
て

取
り
組
む
実
践
的
な
活
動
を
支
援

・教
育
活
動
の
充
実
や
教
員
の
資
質
向

上
等
を
図
る
た
め
、
「
明
日
の
と
や
ま

教
育
創
造
基
金
」
を
創
設

・中
学
校
l
年
生
に
き
め
細
か
な
学
習

指
導
や
生
活
指
導
を
行
う
た
め
、
少

人
数
指
導
を
充
実

・小
学
校
高
学
年
な
ど
に
対
す
る
理
科

や
体
育
等
の
専
科
指
導
を
導
入

・小
中
学
校
に
在
籍
す
る
発
達
障
害
の

あ
る
児
童
生
徒
へ
の
対
応
を
充
実

小学校の授業風景

-
新
た
に
小
学
校
へ
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

を
配
置
す
る
ほ
か
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

い
じ
め
に
対
応
す
る
研
修
会
を
行
う

な
ど
、
い
じ
め
問
題
に
総
合
的
に
対
応

人
王
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
等
を
総
合

的
に
分
析
し
、
学
校
や
授
業
を
改
善

・
小
中
学
生
の
家
庭
学
習
の
習
慣
づ
け

を
推
進

・県
立
学
校
施
設
の
耐
震
補
強
工
事
を

計
画
的
に
推
進

・
県
立
大
学
に
4
年
制
の
環
境
系
新
学

科
を
開
設
(
平
成
幻
年
4
月
)
す
る
た

め
、
施
設
改
修
等
を
実
施

-
多
彩
な
県
民
活
動
の
推
進

掴
男
女
共
同
参
画
の
推
進

・
働
く
女
性
の
幅
広
い
交
流
活
動
に
対

し
て
助
成
す
る
な
ど
、
女
性
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
支
援

・本
年
秋
の
開
所
に
向
け
て
女
性
相
談

セ
ン
タ
ー
の
移
転
改
築
を
推
進

・配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力

(
D
V
)
を
防

止
す
る
た
め
の
基
本
計
画
を
見
直
し

-
人
材
の
育
成
と
確
保

.も
の
づ
く
り
技
能
の
継
承
を
支
援
す

る
た
め
、
高
校
生
向
け
の

「技
能
塾
」
、

企
業
の
若
手
や
中
堅
の
技
能
者
向
けとやま妓能継承塾

の
「技
能
継
承
塾
」
を
拡
充

・東
京
な
ど
で
実
施
す
る
学
生
向
け
の

U
タ
l
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
拡
充

・首
都
圏
等
の
大
学
を
訪
問
し
、
県
内
企

業
の
魅
力
等
を

P
R

・県
内
高
校
の
同
窓
会
の
協
力
を
得
て
、

働
き
盛
り
世
代
の
U
タ
l
ン
を
促
進

・県
内
大
学
生
の
県
内
就
職
を
促
進
す

る
た
め
の
学
内
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

-
芸
術
文
化
の
振
興

・7
月
1
8月
に
開
催
さ
れ
る
「
第

l
固

と
や
ま
世
界
こ
ど
も
舞
台
芸
術
祭
」

を
支
援
し
、
子
ど
も
た
ち
の
国
際
的
な

文
化
交
流
を
推
進

・利
賀
芸
術
公
園
に
お
い
て
、
利
賀
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
開
催
、
舞
台
芸
術
の
人
材

育
成
事
業
や
ロ
シ
ア
、
韓
国
と
の
国
際

共
同
制
作
事
業
を
実
施

・本
県
の
文
芸
振
興
を
図
る
た
め
、
ふ
る

さ
と
文
学
魅
力
推
進
検
討
委
員
会

(
仮
称
)
を
設
置

・
近
代
美
術
館
に
お
い
て
、
展
示
作
品
を

わ
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
た
め
、
多
言

語
に
対
応
し
た
音
声
ガ
イ
ド
を
導
入

-
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

-
交
流
人
口
の
拡
大
、
定
住
・
半
定
住
の

促
進
等

・首
都
圏
等
に
お
け
る
相
談
体
制
の
充

実
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

・と
や
ま
夏
期
大
学
の
開
催
や
、
と
や
ま

室
内
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
支
援

園
世
界
文
化
遺
産
へ
の
登
録
推
進

・近
世
高
岡
の
文
化
遺
産
群
お
よ
び

立
山
・
黒
部
の
世
界
文
化
遺
産
へ
の
登

録
に
向
け
て
、
国
重
要
文
化
財
指
定
に

向
け
た
調
査
、
民
間
団
体
の
自
主
的

な
取
組
み
を
支
援

.. ー

-
景
観
づ
く
り

・屋
外
広
告
物
に
対
す
る
県
民
等
の
意

識
向
上
を
図
る
コ
ン
ク
ー
ル
や
、
許
可
基

準
の
見
直
し
に
向
け
た
調
査
を
実
施

.水
辺
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
モ
デ
ル
地
域
に
お
い
て
、
地
元
市
や

住
民
等
と
計
画
を
策
定

-
森
づ
く
り

・カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
の
被
害
木
の

除
去
な
ど
、
里
山
林
の
整
備
を
推
進

.県
民
参
加
に
よ
る
県
産
広
葉
樹
の
苗

の
育
成
や
風
雪
被
害
林
へ
の
誘
導
な
ど

混
交
林
の
整
備
を
推
進

・と
や
ま
の
森

e
つ
く
り
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

を
通
じ
て
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
支
援

.出
前
講
座
や
森
林
教
室
に
よ
り
森
づ

く
り
の
普
及
啓
発
を
推
進

森林ボランティアの活動
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「
安
心
」

-
医
療
の
充
実

・
医
療
の
充
実

・地
域
の
医
療
連
携
体
制
を
構
築
す
る

た
め
、急
性
期
か
ら
在
宅
ま
で
の
一
連

の
診
療
計
画
を
作
成
す
る
取
組
み
を

支
援

・が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
の
運
営
や

機
能
強
化
に
対
し
て
助
成

・県
立
中
央
病
院
の
新
し
い
精
神
科
病
棟

の
基
本
計
画
、
が
ん
の
放
射
線
治
療
を

行
う
リ
ニ
ア
ッ
ク
の
追
加
整
備
を
実
施

-
医
師
・
看
護
師
の
確
保

・富
山
型
研
修
医
総
合
確
保
対
策
と
し
て
、

新
た
に
初
期
臨
床
研
修
医
の
受
入
れ
態

勢
を
充
実
さ
せ
る
モ
デ
ル
事
業
を
実
施

.
県
内
の
勤
務
医
を
確
保
す
る
た
め
、
医

学
生
等
修
学
資
金
貸
与
制
度
を
拡
充

.看
護
学
生
の
U
タ
l
ン
を
促
進
す
る
た

め
、
病
院
見
学
会
・交
流
会
を
実
施

・総
合
衛
生
学
院
の
改
修
工
事
を
推
進

(
平
成
幻
年
4
月
供
用
)

-
そ
の
他
医
療

・4
月
か
ら
開
始
さ
れ
る
後
期
高
齢
者

医
療
の
安
定
的
な
財
政
運
営
を
支
援

と
や
ま

豊
か
な
自
然
や
生
活
環
境
を
活
か
し
、
住
み
慣
れ
た
地
域
の
中
で
、
健

康
で
快
適
に
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
県
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

-
健
康
づ
く
り

掴
健
康
づ
く
り

・
メ
タ
ボ
リ
ツ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
防
止
を

図
る
た
め
、
県
民
歩
こ
う
運
動
や
食
生

活
の
改
善
に
向
け
た
取
組
み
を
推
進

.自
殺
の
原
因
分
析
や
、
う
つ
病
を
克
服

す
る
た
め
の
普
及
啓
発
な
ど
に
よ
り
、

総
合
的
な
自
殺
防
止
対
策
を
実
施

県立中央病院に追加遜儀されるリ=アック

圃
食
の
安
全
一
と
食
育
の
推
進

・
食
品
の
安
全
に
対
す
る
県
民
の
不
安

を
解
消
す
る
た
め
、
食
中
毒
や
残
留
農

薬
の
検
査
体
制
等
を
強
化

-
B
S
E対
策
と
し
て
、
出
荷
牛
の
全
頭

検
査
を
引
き
続
き
実
施

・
食
育
を
推
進
す
る
た
め
、
富
山
型
食
生

活
の
普
及
や
、
小
中
学
生
に
対
す
る
食

育
・
健
康
教
育
を
推
進

-
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

・8
月
に
開
催
さ
れ
る
全
国
中
学
校
体

育
大
会
の
運
営
を
支
援

・子
ど
も
の
ウ
ォ

1
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
や

体
力
向
上
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

・
カ
タ
l
レ
富
山
の
ホ
l
ム
ス
タ
ジ
ア
ム
と

な
る
県
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

を
改
修

・
本
県
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
l
ム
が
企
画
す

る
応
援
パ
ス
の
運
行
に
助
成
し
、
集
客

を
支
援

-
福
祉
の
充
実

・
地
域
総
合
福
祉
の
推
進

・福
祉
・介
護
サ
ー
ビ
ス
分
野
の
人
材
を

確
保
す
る
た
め
の
対
策
会
議
の
設
置

や
、
高
校
生
向
け
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
若
手
介

護
職
員
の
離
職
防
止
対
策
等
を
実
施

.地
域
ぐ
る
み
で
高
齢
者
や
障
害
者
等

を
支
え
る
ケ
ア
ネ
ッ
ト
活
動
の
実
施
地

区
を
拡
充

・
富
山
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
整
備
を

支
援

地場産ふれあい給食

-
高
齢
者
福
祉
の
充
実

・高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
お
よ
び
介
護

保
険
事
業
支
援
計
画
を
見
直
し

・在
宅
医
療
と
訪
問
看
護
に
つ
い
て
、
推

進
会
議
の
設
置
、
療
養
通
所
介
護
施

設
等
の
整
備
支
援
な
ど
を
総
合
的
に

推
進

・療
養
病
床
の
再
編
成
に
伴
い
、
医
療
療

養
病
床
か
ら
老
人
保
健
施
設
等
に
転

換
す
る
た
め
の
整
備
を
支
援

-
障
害
者
福
祉
の
充
実

.
障
害
者
計
画
お
よ
び
障
害
福
祉
計
画

を
改
定

・
介
護
や
生
活
訓
練
等
の
サ
ー
ビ
ス
提
供

施
設
の
整
備
、
障
害
者
の
地
域
生
活
へ

の
移
行
や
就
労
等
を
支
援

・新
た
に
精
神
障
害
者
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
な
ど
の
整
備
を
支
援

富山型デイザービス施設

-
豊
か
で
快
適
芯
環
境
の
保
全

圃
自
然
環
境
の
保
全

・立
山
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
の
展
示
施
設

機
能
の
拡
充

・有
害
鳥
獣
(
カ
モ
シ
カ
等
)
被
害
対
策
の

拡
充

-
生
活
環
境
の
保
全

・幼
児
等
を
対
象
と
し
た
エ
コ
ラ
イ
フ

教
室
や
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
運
動
を
実
施

-
循
環
型
・
脱
温
暖
化
社
会
の
構
築

-4
月
に
実
施
さ
れ
る
レ
ジ
袋
の
無
料
配

布
取
り
止
め
に
あ
わ
せ
て
マ
イ
バ
ッ
グ
・

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
等
を
実
施

土
コ
ド
ラ
イ
ブ
県
民
運
動
の
推
進

・農
業
用
水
「
仁
右
ヱ
門
用
水
」
を
利
用

し
た
小
水
力
発
電
施
設
の
整
備
に
着
手

圃
国
際
環
境
協
力
の
推
進

・昨
年
ロ
月
の
北
東
ア
ジ
ア
環
境
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
採
択
さ
れ

た
「
と
や
ま
宣
言
」
に
基
づ
き
、
黄
砂
の

広
域
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
の
構
築
な
ど

-
水
資
源
の
保
全
と
活
用

-m月
に
開
催
さ
れ
る
国
際
水
文
地
質

学
会
で
、
本
県
の
優
れ
た
地
下
水
保
全

や
立
山
砂
防
の
魅
力
を
国
内
外
に
情

報
発
信

マイパッグポスター

-
生
活
交
通
の
確
保

-J
R
西
日
本
か
ら
経
営
分
離
さ
れ
る

北
陸
本
線
の
運
行
計
画
や
運
行
に

必
要
な
施
設
設
備
等
の
調
査
検
討
、

新
駅
設
置
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
、

利
用
促
進
方
策
を
調
査
検
討

・
交
通
I
Cカ
l
ド
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に

向
け
、
関
係
機
関
と
の
検
討
を
実
施

-
防
災
・
危
機
管
理

・
消
防
学
校
・
防
災
拠
点
施
設
の
整
備
に

向
け
て
基
本
設
計
を
実
施

・
広
域
消
防
運
営
計
画
の
作
成
に
向
け

た
市
町
村
の
取
組
み
を
支
援

・
県
地
域
防
災
計
画
に
新
た
に
盛
り
込

ま
れ
る
原
子
力
災
害
対
策
の
県
民
へ
の

普
及
啓
発
を
実
施

-
安
全
な
ま
ち
"
つ
く
り
等

・
地
区
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
セ
ン
タ

ー
な
ど
と
連
携
し
、
カ
ギ
か
け
防
犯
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開

・
平
成
幻
年
4
月
の
開
署
に
向
け
、
富
山

西
警
察
署
(
仮
称
)
の
建
設
工
事
を
推
進

.駐
在
所
の
改
築
整
備
や
交
番
相
談
員

の
増
員
に
よ
り
、
警
察
力
を
充
実

・
交
通
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
交
通
管

制
セ
ン
タ
ー
シ
ス
テ
ム
を
更
新

・
運
転
免
許
証
を
I
Cカ
l
ド
化

・
国
の
見
解
を
踏
ま
え
て
、
市
街
化
調
整

区
域
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ユ
ニ
ッ
ト
ハ

ウ
ス
な
ど
の
詳
細
調
査
、
都
市
計
画
法

等
に
基
づ
く
必
要
な
是
正
指
導
を
実
施
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!災について、考えてみませんか。
~災害の歴史を学び、教訓を今に活かす~

江戸時代末期、安政5年の飛越地震は、常願寺川を「暴れJIIJに変えるなど、富山平野に想像を絶する

被害をもたらしました。今年は地震発生から150年。皆さんもこれを期に災害の歴史を振り返り、

防災について改めて考えてみませんか。
神通川水系苧谷川の土石流災害(H16.10)

てのどのまきくにれ川 す地寺石し襲地 決 壊寺をは越跡

1;出iiifijjjjj!;i出!?
富事 よ 警命予ぞ 2223Z震i
iftlA~vi-- Ri2usz訂以
がぞや 匿長ニZ返事総議選豪宕 跡を山土天山震大ド 生 2

討1闘騒難醤寄 託設住話iii
備
闘
員
③

災
害
に
備
え
る
準
備
と

普
段
か

5
の
心
構
え
を

近
年
、
全
国
的
に
は
記
録
的
な
集
中

豪
雨
や
土
砂
災
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
隣
県
で
立
て
続
け
に
発
生
し
た

中
越
地
震
、
能
登
半
島
地
震
、
中
越
沖

地
震
に
よ
る
災
害
は
記
憶
に
新
し
い
と

こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、
富
山
県
で
は
安
政

の
大
地
震
以
来
、
大
き
な
災
窓
口を
経
験

し
て
お
ら
ず、
県
民
の
皆
さ
ん
の
災
害
に

対
す
る
認
識
が
低
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

防
災
体
制
の
整
備
を
図
る
に
は
、
防

災
意
識
の
向
上
が
大
き
な
謀
題
に
な

a
E

、
，
り
ま
す
。
過
去
の
大
災

園
田
園
園
田
園
町

g
U

臨

対
害
の
歴
史
を
振
り
返
り
、

圏

肱

教

訓

と

し

て

現

代

に

局
制

活

活
か
す
こ
と
、
ま
た
普

呂

田
町

段
か
ら
の
心
構
え
と
災

園

都

害

に

備

え

る

準
備
が

・3
滅
的
札
大
切
で
す
。

-
hu
-」
け
日

一
一跡澗

か

こ
の
た
め
、
飛
越
地

ー
一

流

石
で

一

一
川
土
け

震

か
ら
1
5
0年
目
に

，L
寺

の

1

川
国

棚
担
問
あ
た
る
平
成
初
年
に

関
係
機
関
と
連
携
し
、

地
震
へ
の
備
え
や
防
災
対
策
の
周
知
な

ど
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
防
災
意
識
の
向

上
を
図
る
た
め
の
普
及
・
啓
発
活
動
を

広
く
展
開
し
ま
す
。

向
闘
貝

ω

県
史
に
残
る
大
災
害
を

振
り
返
っ
て
み
よ
う
!

富山平野を守るため、今なお砂防工事が続けられている「立山カルデラJ。
今も飛越地震により崩れた土砂が雄積している。

(写真提供国土克直省立山砂防事務所)

.r飛越地震か5150年Jイベント案内

置理理l瞥発活動の内容 目
.土砂災害獣情報支一ω お知らせ I 

4/12(土)、

4/19(土)

‘飛越地震特別番組の放映
fこんにちは富山県ですJ(北日本放送)
飛越地震および土石3F訴審の歴史を振り返り、日頃からの防災対策の必要性を呼びかけ

8月-9月
(予定)

-安政の飛越地震150年シンポジウム
飛越地震による災害の歴史を振り返り、県民皆さんの防災意識の向上を図るシンポジウムを開催

・立山カルデラ砂防博物館10周年記念企画展
10年間の研究成果による記念企画展を実施

土砂災害警戒情報は、土砂災害による被害の防止、軽減を図るため、大雨醤

報が発表されているなかで、大雨によってさらに土砂災害の危険性が高まった

時に、富山県と富山地方気象台が昨年9月末から共同で発表するととと怠った

新しい防災情報です。

この情報は、市町村長が避難勧告等を発令する際の判断や住民の自主避難

の参考となるよう富山地方気象台から富山県を通じて市町村に伝達するととも

に、報道機関を通じて県民の皆さんにお知らせします。

ぎた、今年6月からは、市町村単位で発表される土砂災害警戒情報を補うため、

県内を5km四方に区切った地図上に色で危険の度合いを表した補足情報を

インターネットで提供します。

県民の皆さんには、土砂災害警戒情報を活用して避難場所や避難路を確認

するなど、日頃から十分に備えるとともに、災害時には早めの避難を心がけてく

ださい。

6/1(日)

8/28(木)

-飛越地震発生源探検ツアー
飛越地震の震源の跡津川断層や立山カルデラ内の砂防施設などを見学

-被災地体験・親子ウォッチング
大場の大転石やいたち川の石地蔵と水神社などの150年前の災害にまつわる史跡を見学

.防災訓練・避難体験
常願寺川よmt却での大規模土砂崩壊を想定した、菌、県、市町村等の合同によ
る総合的な防災訓練を実施

7月-8月
(予定)

-常願寺川・防災フェスタ
本宮砂防えん堤の水辺の楽校にて、砂防事業のPRと防災意識の向上を図るイベントを開催

-.-1'/~t::':L-

「もうひとつの立山」について考える契機に

(立山カルデラ砂防1尊物館 飯田道)

今年は、飛越地震から150年の節目の年にあたります。

また、富山県の世界文化遺産登録への提案でも、立山カルデラの

特異な自然と、そこで100年にわたり行われてきた砂防事業が重要

芯要件と芯っています。

そとで、立山カルデラ砂防博物館では、4月から9月にかけて特別

展「飛越地震から150年一大崩壊地立山カルデラと砂防施設群-Jを
開催し、立山カルデラと砂防事業について詳しく紹介します。

立山の魅力とともに、「もうひとつの立山jの持つ意味を今一度考える契機になればと思います。

立山を訪れる際、ぜひ博物館にもお立ち寄りください。

学芸課長

富山県土砂災害警戒情報支握システム h悦p:llwww.sabo.pref.toyama.lg伊/

http://ん州w.pref.toyama.jp/cms_sec/1505Iindex.htmlTEL076・444・3342県庁砂防課-~・['.IJ函高=国[1.11.討笛LIlr.藷üF.ヨ・
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lu;ぉージオ新聞チード 県政番組のお知5せ | 
こんにちは富山県です北日本放送テレピ
[毎遜土畷]9:30-9:45
4月 5日 (番組はお休みです)

12目 安政の飛越地震から150年①

19目安政の飛越地震か5150年②

1元一一…{毎週月曜~金曜]10:50-1 0:55、情)17:30-17:35 (鵬錦除く)

[毎月愚終金曜日 0:50-11:00、(再)1 7:30-1 7:40 
※毎月最終金隠は「知事の県政ざっくばらんJとして、知事が貴重新の

話題について語ります(4月は4月4日の放送です)。

26日 とやま発ヒット商品を全国へ発信

元気とやま情報チャンネル富山テレビ
[毎過日曜]9:00-9:25

! 県からの榔せ::J~:J.=7-(FM各局
。富山シティ工フ工ム @ラジオたかおか @ラジオ・ミユ一

。工フエムとなみ [毎週月曜朝、毎週金曜夕方]各2分半

4月 6日 (番組はお休みです)

13日 熱いぞ1とやまのブロスポーツ

20日 深層水の利用

27目 黒の施設に出かけよう

!新聞広報県か5の鵬せ
4月12日(土)、19日(土)、26日(土)の朝刊台紙に掲載予定

※19日(土)は、一部の朝刊には掲載しません。

ロー…げテレビ
[毎選火穣]21 :55-21 :58 
県が取り組んでいる事業やイベントの内容芯どを

わかりやすくタイムリーにお知らせします。

!富山県ホームページ
http://www.pref.toyama.jp/ 

INEWIIとやまmovieチャンネル
I http://toyama-movie.jp 
!県政の動きや県の魅力をホームページから動画でご覧いただけます。

宣 とやま@ごっつお [協力]繍撒自改善推進協議会

.l彩り大福 ~お花見のおともに、美味しいおやつ~

鮮やかな緑はグりンピースあん。

昧はもちろん、彩りも楽しめるおやつ

です。皮は電子レンジを使え[<f.、意外

にカンタン!

この作り方を応用すれば、かぼちゃ

あん入りのいちと大福も手軽に作る

ことができます。また、さつまいも

あん、枝豆あんを使うなど、中に入れ

るあんを工夫してみるのも楽しいで

すね。

(・材料・分量(4人分) ) (・作り方(グリンピース大橋)1人分(2個)/約214同 1)

[皮] [あん]

白玉粉・・・759 グリンピース・・・20句

砂糖・・・75g 砂糖・・・大さじ2

水・・・125∞ 海・・・少々

片栗粉・・・少々 桜の海漬け・・・適宜

※枝豆、かぼちゃ、さつまいもなどの

あんもこの分量を参考に

①グリンピースは柔らかくゆで、ミキサーにかけてから

裏としする。

②鍋に①、砂糠、塩を入れて火にかけ、水分が主主く怠る

まで練り、あんを作る。

③皮の材料を耐熱容器に入れて軽く混ぜ、約2分電子

レンジへ

④@を一度取り出して軽く混ぜ、さらに約1分電子レンジへ

⑤片栗粉を広げた}¥ットに④を入れ、8等分にする。

⑥皮(ゴルフボール大)であん(梅午し大)を包み、桜

の塩漬けを飾る。

t. 

お子dh.とー錨位
作ってみまtt九tJ?

.... 
~. 

‘___.þ~・
-・・・・

00000000000 

eoeo 
を

・ミキサーにかける時は、

少しだけ氷を加えて

.皮を作る時!ま、分量

を正確に計って

-あんに入れる塩l志、
百みを引き立てる隠

し昧|

県政クイズ
Qu  i z 

正解告の@から10名の方lこ、
0の中に言葉(ひらがな4文字)を入れてください。
ヒントIo:特集ページ(2P)にあります。

平成20年度県予算l志、「元気とやまの創造jを加速する

「元気OOOOJの予算です。

-応募方法・・・はがきにクイズの答え、郵便番号、住所、氏名、年齢と

*紙の感想を記載し、下記まで。

.宛先…〒930-8501(住所記入不要)県庁広報課「県広報とやま

4月号クイズ係J
・締切・・4月15日(火)(必鎗)

当選の発表は、プレゼントの発送をもってかえさせていただきます。

¥近代美術館のミュージアムグッズをf
プ レ ゼ ン トします。

収蔵品絵はがきと一筆~ (図柄の指定はできません。 )

|県 |政 |の |動 |き |
今後の予定

4パ9 r男女共同参画J公開講演会

(14:40- 富山国際会議場)

20 とやまの森づくりサポートセンター森づくり

ボランティア交流会(10:00- 高岡市伏木地内)

5パ7 県民のスポーツ大会合同総合開会式

(10:00- 富山市総合体育館)

23 とやま森の祭典(10:00- となみ夢の平スキー場)

量近の動き

1パ4 教育タウンミーティング

15 知事のふれあい対話(高岡市、南砺市)(写真①)

a ①南砺市民病院では‘

24 県行政改革推進会議

病院・訪問看護ステー
ション犠員、利用者芯ど
と対話した。

31 明日のとやま教育創造懇話会

21 8 県自殺対策推進協議会

9 越中とやま食の王国フエスタ2008~冬の陣~
(-10日)(写真②)

『雪 ②高岡市の3会場に2日
間で約9.000人が来場
し、富山の冬の味覚を纏
能した。

1 1 ノーレジ袋県民シンポジウム(高岡市)

(2/23魚津市、312富山市、3/8砺波市でも開催)

12 道路特定財源諸税の暫定税率の維持を求める

富山県緊急決起大会

12 県防災会議・原子力災害対策部会合同会議

12 元気とやまスポーツ大賞授与式

17 神奈川県・富山県知事懇談会

18 都市と地方の地域づくりシンポジウム(写真③)

③松沢神奈川県知事と
石井知事が対談し、少子
高齢化を迎える中での
書E市と地方の交流と連
第による地域づくりを考
えた。

画圃
18 医師確保対策懇談会

21 平成20年度県予算発表

22 県青少年健全育成審議会

22 活力とやま創造経済懇談会

22 地域公共交通の活性化方策に関する調査研究会

25 高波被害対策会議(写真@)

1-llt. b、. _..."叫lIO.._・....，..~
④2月24日に発生した
富山湾沿岸の高波被害
の状況が報告され、対策
毒事が協議された。(写真
r~高波でMl担軽された紡
潮書官(入善町芦崎地区))

a白・s・・
26 県医療対策協議会・医療審議会

27 2月定例県議会(-3月24日)

3/ 5 県におけるレジ袋の削減推進に関する協定締結式

13 県女性相談センター新築工事安全祈願祭(起工式)

26 子育てミーティング IN小矢部

27 県がん対策推進本部会議
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ペ窃磁孟 J 一一二E玄瓦烹弓司
富山県立近代美術館

富山市西中野1・16・12 TEL 076・421ヴ111
開館:9:30-17:00(入銀は16:30まで)
休館:月曜(4/28、515は開館)、祝日の翌日 (4/30、517)
交通:富山駅(CiC機)から富山ミューシヲムパス(減南ルート)で約10分(無料)

富山駅から地鉄パス(5番乗場)乗車、 『西中野口J下車、徒歩2分
http:/，川ww.pref.toyama.jp/br釦 ches/3042/3042.htm

一自でわかる!日本の美術

日展100年
文展創設から現代まで、日本画・

洋画・彫刻 ・工芸・舎の5部門に

わたり 、約1 70点に及ぶ各時代 .~
の代表作 によって、日本の近 ・昨

現代美 術の系譜を紹介します。 ?1
※作品は前期・後期に分け、

入れ答えて展示します。

構図平八郎 「花の習作J
1961 (昭和36)年 京郵固立近代美術館蔵

-期間:前期4月12日(土)-4月29日(祝)

後期5月 1日(木)-5月188(日)

.料金:前・後期セット(2図録覧)券/一般1，2'∞円、大学生1，0∞円[4/29まで販売]

当日(1固観覧)券/一般1，000円(800円)、大学生800円(650円)

前売(2回観覧)券 /一般1，000円[4/11まで販売]

小中高生無料※ ( )内は20名以上の団体料金

〈会期中の行事〉※大学生以上は餓覧券が必要です。

イ'1=家が語る「日展100年j毎週土噂、5/4、5/5 14:00-
展示作品について、さまざまな分野の方に誇っていただきます。

-学芸員によるギャラリートーク 毎週日曜(5/4をのぞく)14:00-

ヱントラソスを
広(.I!見るく
り三ユーア)¥1
〆Uました1

太 閤山ランドふるさとギャラリー

射水市黒河 県民公園太閤山ランドふるさとパレス内 TEL0766・56・6116
開館:10:00-17:00(入館は16:30まで)

※5/3-5は18:00まで延長開館 休館:火曜、祝日の翌8
入館料:無料※駐車場有料普通車380円、大型車640円
交通:小杉駅南口から射水市コミュニティパスで約10介、「太閤山ランド前j

下車、徒歩15分

びじゅつ探検 一 家族でみようvm
色・イロ・いろ~赤と黒~

親子で楽しむ美術錐賞展。

近代美術館が収蔵するさまざま

な美 術 作 品の 中から、今回は

「赤Jとf黒Jの “色"に着目して

作品を紹介します。

.期間:4月4日(金)-6月8日(日)

一、、

富山県水墨美術館

富山市五福777 TEL 076-431・3719
開館:9:30-17:00(入室は16:30まで)

休館:月曜(4/28、515は開館)、祝日の翌日 (517)

交通:富山駅(C氾機)から富山ミュージアムパス(呉羽山ルート)で約6分(無料}

市内電車大学前行「新富山」下車、徒歩約10分
http://www.pref.toyama.jp/branches/3044/3044.htm 

日展100年富山の作家たち

近代美術館において開催されるf日展

100年J展に合わせた関連企画。日展

を舞台に活躍した宮山県関係作家に

焦点をあて、E富山県の美術界に残した

輝かしい業績を広く紹介します。

・期間:4月12日(土)-5月18日{日)

.料金:一般500円(400円)

大学生400円(300円)

前売り券400円(一般のみ)

小中高生無料

※( )内は20名以上の団体料金

富山県中央植物園

富山市婦中町上轡田42 TEL 076-466-4187 
開園:9:00-17:00(入国は16:30まで) 休園;木曜

料金:入園料/一般・大学生600円(480向上小中高生無料
※( )内は20名以よの団体料金

交通:富山駅から地鉄パス(6番乗場)で約20分、 「中央植物園口j下車、徒歩10分
http:/，ん州W.句tym.orglf-top.htm

くづる

企画展桜の新品種f氷見久津呂菊桜J(サンライトホール)

氷見市で新たに確認された桜について、写真や標本などを使っ

て詳しく紹介します。

.期間:4月4日(金)-30日(水)

講演会

新品稜f久津日菊桜Jについての講

演の後、花弁が100枚以上におよぶ

キクザクラ類を観察します。

.期間:4月29日(祝)13:30-15:30 
定員:50名

ソメイヨシノと夜桜鑑賞
満開日に合わせて無料開図。夜桜を鑑賞するため、開闘時間

も延長します。(ライトアップは18:00頃-)

.lVI間:4月上中旬(満開自の4日間)9 :00-21 :30 (入国は21:00まで)

ドリアスコンサート
-期間:4月12日(土)15:00-16:00 

ハンギンク‘バスケットコンテスト
-期間:4月20日(日)-5月78(水)

植物園オリエンテーリング
.期間:4月20日(日)10:00-11 :00 (当B受付)

第29回春のラン展(サンライトホール)

-期間:5月3日(祝)-5日{祝)

日曜植物案内{毎月第1・2日曜)13:30-14:30 (当日受付)

富山県[立山博物館]

立山町芦l勝寺93・1TEL 076-481・1216
開館:9:30-17:00(入館は16:30まで)

休館:月曜(4/28、515は開館)、祝日の週日(517)

料金:展示館(常設展示)/一般300円(240円)、大学生240円(150円)

語E 望 館/一般100円(80円)、大学生80円(50円)

まんだら遊宛/一般400円(320円}、大学生320円(200円)

3絡設セット券/一般650円、大学生400円
小中高生無料 ※( )内は20名以上の団体料金

交通:~t陸自動車道立山ICから約30分
http:/tv州 w.pref .toyama.jp/branches/3043加ome.htm

冬季閉苑していたfまんだら遊苑」が

4月1日(火)かう開苑します。

富山県とどもみ5い館

射水市黒河県民公園太閤山ランド内 TEL0766-56・9000
開館:9:00-17:00

※5/3-6は18:00まで延長開館 休館:火慮、祝臼の翌日

入鎗料:無料 ※駐車渇有料普通車380円、大型車640円
交通:小杉駅南口から射水市コミュニティパスで約10分、「太閤山ランド前j

下車、徒歩15分

日本のおもちゃデザイナーf全国個人玩具作家展mJ
日本各地の玩具作家が手がけた

代表的な玩具を展示します。

.期間:4月12日(土)-7月68(日)

.場所:21'fiギャラリースペース

みんなでつくろうびっくりといのぼり
鐙の形をした骨組み(直径約2m、
会長約20m)に、子どもたちが自分

で作った紙のうろこを貼って巨大な

こいのぼりを完成させます。

・期間:4月19日(土)-5月11日(8)
・渇所:プレイホール

.参加費:無料

平面か5立体へ

極一/、ー..， '7_~ 

「カラフルボックスHザプライズハットH/Cラ工ティーモビールJ
表裏で色の違う画用紙を切って立体にし、箱や帽子、つり飾 り

などを作ります。

・期間:4月19日(土)-6月18(日)

・場所:造形エリア

(工房、ワーヲショップホーJ~、ヲラフトコmナ-)

.参加資:カラフルボックス 100円
サプライズハット 300円
バラエティーモビール 200円

値‘得費
¥‘ 

¥ 込与、 、

• • • 
¥司... 

とやま 寸.

毎月第3日曜日から始まる1週間を

中心に、子ども(18歳未満)連れで

也賛届を利用した場合、この優待券

または優待カード、携字書画面の提示

により、優待ザーピスを受けられます。

詳しくは、

吾育て応援団 Ihttp:/kosodate.derideri.jp/ 
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